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【目的】転写因子 Sp1 による遺伝子の転写活性化には、同蛋白質のホモオリゴマー形成と、基本転写因
子群 TAF4 とのヘテロな相互作用の両方が重要である。両蛋白質の相互作用を高分解能ＮＭＲを用いて
解析した。これまでに、Sp1 のホモオリゴマー形成に関与する領域を同定してきた。本研究はこれを発
展させ、Sp1 と TAF4の相互作用を解析し、ホモならびにヘテロな相互作用がどのように転写活性化に
寄与しているのかを明らかにする。 

 
【方法】本研究は、転写因子 Sp1 と TAF4 との相互作用の分子機構を明らかにする事を目的とする。
そのため、大阪大学たんぱく質研究所の高分解能ＮＭＲを用いて残基レベルの解析を行う。 

 
【結果】Sp1、TAF4 のいずれもが特定の立体構造をとらない天然変性蛋白質である事を明らかにした。
さらに興味深い事に、両蛋白質は大幅な構造変化を伴わずに互いに相互作用するという結果を得た。 

 
【今後の見通し】Sp1 の QB ドメイン関してはＮＭＲシグナルの帰属が完了している。今後、TAF4 の
４つの Q ドメインに関して、三次元ＮＭＲ測定を行い、ＮＭＲシグナルの帰属ならびに相互作用に関与
する残基を明らかにする。 
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